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　今期は、製造業△10.0（対前期比+21.1ポイント）、小売業△32.5（同+13.7
ポイント）、サービス業△24.2（同+3.1ポイント）と前期より好転したが、建
設業△20.0（同-9.5ポイント）と悪化した。
　来期は、製造業△7.7（対当期比+2.3ポイント）、建設業△0.0（同+20.0ポイ
ント）、サービス業△14.3（同+9.9ポイント）と好転を、小売業△34.2（同
-1.7ポイント）は悪化を予想している。
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　今期は、製造業△0.0（対前期比+37.9ポイント）、建設業△5.0（同+10.0ポ
イント）、小売業△17.5（同+38.6ポイント）、サービス業△27.2（同+4.9ポイント）
と全ての業種で前期より好転した。
　来期は、建設業△0.0（対当期比+5.0ポイント）、サービス業△24.6（同+2.6
ポイント）と好転を、製造業△10.7（同-10.7ポイント）、小売業△27.5（同
-10.0ポイント）は悪化を予想している。
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　今期は、製造業△16.6（対前期比+31.7ポイント）、小売業△27.5（同+9.1ポ
イント)と前期より好転したが、建設業△35.0（同-14.0ポイント）、サービス
業△31.6（同-1.3ポイント）と悪化した。
　来期は、建設業△30.0（対当期比+5.0ポイント）、小売業△23.7（同+3.8ポ
イント）、サービス業△25.9（同+5.7ポイント）と好転を、製造業△21.5（同
-4.9ポイント）は悪化を予想している。
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　今期は、製造業△3.5（対前期比+17.2ポイント）、建設業△10.0（同+5.8ポ
イント）、小売業△17.5（同+12.5ポイント）と前期より好転したが、サービス
業△15.8（同-1.0ポイント）と悪化した。
　来期は、建設業5.0（対当期比+15.0ポイント）、サービス業△14.3（同+1.5
ポイント）と好転を、製造業△13.3（同-9.8ポイント）、小売業△20.0（同
-2.5ポイント）は悪化を予想している。
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　業況D.Iは△10.0（前回調査比+21.1ポイント）、売上額D.Iは△0.0（同+37.9
ポイント）、採算D.Iは△16.6（同+31.7ポイント）、資金繰りD.Iは△3.5（同
+17.2ポイント）であった。来期は業況D.Iは好転、売上額・採算・資金繰り
D.Iで悪化を予想している。
　全国との比較では、今期富山県は業況・売上額・採算・資金繰りD.I全ての
項目で上回った。
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　１位の問題点の上位は、①「生産設備の不足・老朽化」「需要の停滞」（25.9%)、
②「製品（加工）単価の低下、上昇難」（18.5%）であった。これを1～ 3位まで
の合計で見ると、①「製品（加工）単価の低下、上昇難」「生産設備の不足・老朽化」
（44.4%）、②「需要の停滞」(37.0%)の順となった。
　「需要の停滞」「製品（加工）単価の低下、上昇難」が上位に定着している。

　今期設備投資を実施した企業は、前期比10.4ポイント増加し27.6%となった。
投資内容は生産設備や付帯施設などとなっている。
　来期計画は1.9ポイント増加し23.3%となっている。投資内容は生産設備、工
場建物などとなっている。
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　業況D.Iは△20.0（前回調査比-9.5ポイント）、売上額D.Iは△5.0（同+10.0
ポイント）、採算D.Iは△35.0（同-14.0ポイント）、資金繰りD.Iは△10.0（同
+5.8ポイント）であった。来期は業況・売上額・採算・資金繰りD.Iは全ての
項目で好転を予想している。
　全国との比較では、今期富山県は業況・売上額・採算・資金繰りD.Iで下回った。
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　１位の問題点の上位は、①「材料価格の上昇」（31.2%）②「官公需要の停滞」
(18.7%) ③「民間需要の停滞」（12.5%）であった。これを1～ 3位までの合計で
見ると、①「材料価格の上昇」（43.7%）②「請負単価の低下、上昇難」(37.5%)③「熟
練技術者の確保難」（31.2%）の順となった。
　「材料価格の上昇」「官公需要の停滞」「民間需要の停滞」が上位に定着して
いる。 

　今期設備投資を実施した企業は、前期比変わらずの10.0%となった。投資内
容は車両・運搬具となっている。
　来期計画は15.0ポイント増加し25.0%となっている。投資内容は車両運搬具、
付帯施設などとなっている。
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　業況D.Iは△32.5（前回調査比+13.7ポイント）、売上額D.Iは△17.5（同
+38.6ポイント）、採算D.Iは△27.5（同+9.1ポイント）、資金繰りD.Iは△17.5（同
+12.5ポイント）であった。来期は採算D.Iで好転、業況・売上額・資金繰り
D.Iで悪化を予想している。
　全国との比較では、今期富山県は業況・売上額・採算・資金繰りD.I全ての
項目で上回った。
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　１位の問題点の上位は、①「消費者ニーズの変化」「購買力の他地域への流出」
「需要の停滞」（17.5%）であった。これを1 ～ 3位までの合計で見ると、①「消費
者ニーズの変化」（47.5%）②「購買力の他地域への流出」「需要の停滞」（40.0%）
の順となった。
　「消費者ニーズの変化」「購買力の他地域への流出」「需要の停滞」が上位に
定着している。

　今期設備投資を実施した企業は、なかった。
　来期計画は7.1ポイント増加し5.1%となっている。投資内容は店舗、車両運搬
具などとなっている。
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　業況D.Iは△24.2（前回調査比+3.1ポイント）、売上額D.Iは△27.2（同+4.9
ポイント）、採算D.Iは△31.6（同-1.3ポイント）、資金繰りD.Iは△15.8（同
-1.0ポイント）であった。来期は業況・売上額・採算・資金繰りD.I全ての項
目で好転を予想している。
　全国との比較では、今期富山県は資金繰りD.Iで上回り、業況・売上額・採
算D.Iで下回った。
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　１位の問題点の上位は、①「利用者ニーズの変化」（20.4%）②「店舗施設の狭隘・
老朽化」「需要の停滞」(16.7%)であった。これを1 ～ 3位までの合計で見ると、
①「利用者ニーズの変化」（55.6%）、②「需要の停滞」（38.9%）、③「材料等仕入単
価の上昇」（31.5%）の順となった。
　「需要の停滞」「利用者ニーズの変化」が上位に定着している。

　今期設備投資を実施した企業は、前期比9.7ポイント増加し15.3%となった。
投資内容は車両運搬具、サービス設備などとなっている。
　来期計画は1.2ポイント悪化し8.5%となっている。投資内容はサービス設備、
車両運搬具などとなっている。


